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道草

「
体
調
不
良
で
も
出
勤
し
て

い
る
保
育
士
で
す
。
コ
ロ
ナ

が
終
息
し
た
ら
保
育
士
や
め

ま
す
。」と
つ
ぶ
や
い
た「
保

育
士
や
め
ま
す
」
さ
ん
の
ツ

イ
ー
ト
は
、
リ
ツ
ー
ト
が

５
万
、
い
い
ね
が
10
万
と
話

題
を
呼
ん
で
い
る
。
▼
自
分

が
コ
ロ
ナ
か
も
し
れ
な
い
、

で
も
自
分
が
休
ん
だ
ら
代
わ

り
に
入
っ
て
く
れ
る
職
員
は

い
な
い
、
そ
う
し
た
ら
大
好

き
な
子
が
怪
我
を
し
て
し
ま

う
か
も
し
れ
な
い
‥
、
そ
も

そ
も
１
歳
児
18
人
を
３
人
で

見
る
の
は
無
理
‥
。
そ
の
ツ

イ
ー
ト
か
ら
は
、
悩
み
な
が

ら
も
、
子
ど
も
た
ち
と
懸
命

に
向
き
合
う
保
育
士
の
姿
が

目
に
浮
か
ぶ
。
▼
「
住
民
の

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
」

た
め
に
働
く
こ
と
、
そ
れ
は

私
た
ち
自
治
体
労
働
者
の
働

き
が
い
、
誇
り
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
た
め
の
職
場
環

境
や
施
策
、
体
制
が
な
け
れ

ば
潰
れ
て
し
ま
う
。
▼
「
労

働
環
境
が
改
善
さ
れ
‥
余
裕

を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
、

お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
方
は

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
社
会
に
な

り
ま
す
よ
う
に
」
と
こ
の
保

育
士
さ
ん
は
い
う
。
労
働
環

境
を
良
く
す
る
。
暮
ら
し
や

す
い
社
会
は
一
人
で
は
で
き

な
い
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
る
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
れ

が
で
き
る
の
は
、
労
働
組
合

だ
。
労
働
組
合
に
入
ろ
う
。

笑
顔
に
な
る
職
場
と
社
会
を

作
ろ
う
。（
Y
・
T
）

第 46 回
東海自治体学校

日時：５月 17 日 10:00 ～
場所：名城大学天白キャンパス

新
型
コ
ロ
ナ
で
冷
え
込
む
経
済

大
企
業
は
内
部
留
保
吐
き
出
せ

　
２
０
２
０
年
春
闘
は
３
月

11
日
に
ヤ
マ
場
と
な
る
集
中

回
答
日
を
迎
え
ま
し
た
。
多

く
の
大
企
業
は
、
巨
額
の
内

部
留
保
を
抱
え
な
が
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
な
ど
に
よ
る
景
気
減
速
へ

の
懸
念
な
ど
を
理
由
に
賃
上

げ
を
抑
え
込
み
、
昨
年
の
水

準
を
下
る
回
答
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
愛
労

連
と
愛
知
春
闘
共
闘
は
、
12

日
の
夜
、
名
古
屋
駅
前
で
宣

伝
行
動
を
行
い
、
名
古
屋
市

　
３
月
５
日
、
西
尾
市
職
は

新
規
採
用
者
の
事
前
研
修
会

後
に
、
組
合
説
明
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、犬
塚
委
員
長
か
ら
、

「
西
尾
市
職
は
９
９
９
人
の

職
労
な
ど
公
務
・
民
間
労
働

組
合
の
組
合
員
約
80
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
知
崎
広
二
愛
労
連
議
長

は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
景
気
が
さ
ら
に
冷
え

込
む
中
、
大
企
業
は
ベ
ア

（
賃
上
げ
）
ゼ
ロ
か
低
水
準
。

４
４
９
兆
円
の
巨
額
の
内
部

留
保
を
労
働
者
に
還
元
さ

せ
、
賃
金
を
上
げ
、
景
気
を

回
復
さ
せ
よ
う
」
と
訴
え
ま

し
た
。
宣
伝
行
動
で
は
、
４

ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用
し
た

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
傘
下
組

合
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
私
の

実
現
し
た
い
こ
と
」
動
画
が

映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。
自
治

労
連
も
動
画
に
協
力
し
、
青

年
部
、
保
育
部
会
、
各
単
組

な
ど
か
ら
、「
人
員
を
増
や

せ
！
」「
有
給
と
り
た
い
！
」

な
ど
切
実
な
声
が
流
れ
、
通

行
人
の
注
目
を
集
め
ま
し

た
。

　
ま
た
、「
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
る
景
気
後
退
を
は
ね
返
す

に
は
」
と
題
し
た
シ
ー
ル
ア

ン
ケ
ー
ト
も
実
施
。
40
代
ア

ル
バ
イ
ト
男
性
は
「
日
本
の

大
企
業
は
金
を
た
め
込
み

す
ぎ
！
株
や
A
I
な
ん
か

じ
ゃ
な
く
、〝
人
〟
に
投
資

し
ろ
！
」
と
怒
り
な
が
ら
、

す
べ
て
の
項
目
に
シ
ー
ル
を

貼
り
ま
し
た
。「
中
小
企
業

の
支
援
」
に
シ
ー
ル
を
貼
っ

た
大
学
生
は
「
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
に
興
味
が
あ
り
、
就
職

を
考
え
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど

が
中
小
企
業
。
大
企
業
の
独

占
を
防
い
で
、
い
ろ
ん
な
ア

イ
デ
ア
が
出
て
く
る
よ
う
に

な
れ
ば
〝
社
会
が
面
白
く
な

る
〟」
と
話
し
ま
し
た
。

　
全
国
統
一
行
動
の
呼
び
か

け
に
こ
た
え
、
豊
橋
市
職
労

で
も
、
朝
に
登
庁
者
に
向
け

て
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
宣
伝
と
決

議
文
を
掲
載
し
た
機
関
紙
配

布
を
行
い
ま
し
た
。

大勢の先輩職員が説明会に参加し、新採職員に

加入を呼びかけました。

巨大な横断幕で通行人にアピール、その前ではシールアンケートも行われました＝名古屋駅前（３月１２日）

西 尾 市 職 ・ 新 採 説 明 会

青年大動員！ “近い ”を活かし、
歓迎ムードで 42名全員加入！

 
３
・
12
全
国
統
一
行
動

組
合
員
が
お
り
、
60
年
を
超

え
る
歴
史
が
あ
る
。『
給
与

が
低
く
て
い
い
』
と
い
う
市

長
や
議
会
で
あ
れ
ば
、
す
ぐ

に
下
げ
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ

う
な
ら
な
い
よ
う
に
労
働
組

合
が
、
賃
金
の
改
善
や
長
時

間
労
働
を
な
く
し
、
職
員
を

増
や
す
な
ど
、
職
員
が
働
き

や
す
い
職
場
を
つ
く
っ
て
い

く
」
と
話
し
、
こ
れ
ま
で
の

組
合
の
歴
史
や
活
動
、
組
織

状
況
な
ど
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　
説
明
会
に
は
、
採
用
１
～

３
年
目
の
先
輩
組
合
員
20
人

が
参
加
し
、
歓
迎
ム
ー
ド
を

演
出
し
ま
し
た
。
先
輩
組
合

員
は
新
人
か
ら
の
質
問
に
丁

寧
に
応
え
、
参
加
し
た
42
名

全
員
が
加
入
し
ま
し
た
。　
　

　
西
尾
市
職
は
４
月
に
は
病

院
支
部
の
説
明
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

登庁者に向けて宣伝行動

をする豊橋市職労
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おたのしみ
クロスワード

クイズ

【ヨコのカギ】①風景。美しい―
―を求めて旅する　③旧国名で石
川県南部　⑤引き算の対　⑦顔に
――を塗る　⑨――上浸水　⑩外
の対　⑫樹木の太い部分　⑭宴会
後、――に繰り出す　⑯同輩や目
下の人を呼ぶときなどに使う。諸
――　⑰通りすがりの赤の――が
助けてくれた　

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
重
度
の
対　

②
ミ
ナ
ミ
の
対　
③
風
下
の
対　

④
か
り
が
ね　
⑥
―
―
た
る
目

的　
⑧
年
寄
り　
⑪
土
地
の
売

買
価
格　
⑬
首
が
超
長
い　
⑭

―
―
を
切
ら
し
て
骨
を
切
る　

⑮
役
柄
が
―
―
に
つ
く

カギを解き、二重枠に
入る文字を並べてでき
る言葉はなんでしょう

　
左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を

解
き
、
解
答
及
び
名
前
・

組
合
・
職
場
名
を
ハ
ガ
キ

に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド（
５
０
０
円
）

を
贈
呈
し
ま
す
。

　
〒
４
６
２
―
０
８
４
５　

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁

目
７
―
８　
自
治
労
連
愛

知
県
本
部
教
宣
部
。

　
締
め
切
り
は
４
月
30
日

で
す
。

　
ハ
ガ
キ
に
近
況
や
職
場

の
話
題
、「
あ
い
ち
の
仲

間
」
の
感
想
や
載
せ
て
ほ

し
い
話
な
ど
、
書
き
添
え

て
く
だ
さ
い
。

 みんなの安心
　　　自治労連共済

　
「
あ
い
ち
の
仲
間
」
第

１
２
１
７
号
の
ク
イ
ズ
の

答
え
は
「
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー

ス
」
で
し
た
。

　
抽
選
の
結
果
、
以
下
の

５
人
の
方
に
、
図
書
券
を

お
送
り
し
ま
す
。　
　
　

鈴
木　
貴
子（
瀬
戸
市
職
労
）

塩
田　
庸
子（
岩
倉
市
職
）

八
神　
真
紀（
名
水
労
）

寺
嶋　
佳
奈（
長
久
手
市
職
労
）

水
野　
高
乃（
豊
橋
市
職
労
）

ク
イ
ズ
当
選
者

仲
間
の
声

★
マ
ス
ク
が
な
く
困
っ
て
い

ま
し
た
。
え
び
せ
ん
べ
い
の

里
か
ら
マ
ス
ク
が
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。
と
て
も
あ
り
が
い

た
い
で
す
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち

着
い
た
ら
、
え
び
せ
ん
を
買

い
に
行
き
ま
す
ネ
（
織
田
歩

美
・
半
田
市
職
）
★
先
日
、

初
め
て
確
定
申
告
を
し
ま
し

た
。
市
の
職
員
の
方
が
丁
寧

に
対
応
し
て
下
さ
り
、
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。（
中

島
典
子
・
自
治
体
一
般
）
★

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
騒
動

が
お
さ
ま
っ
て
、
み
ん
な
が

元
気
で
平
和
に
く
ら
せ
ま
す

よ
う
に
‼
（
川
口
肖
子
・
豊

橋
市
職
労
）

〝
再
編
統
合
で
は
な
く
、

   

整
備
充
実
が
地
域
医
療
の
願
い
〟
あま市・碧南市懇談

　
厚
労
省
が
全
国
４
２
４

の
公
立
公
的
病
院
に
対
し

て
、
再
編
・
統
合
を
名
指
し

病
院
（
自
治
体
）
と
の
懇

談
会
で
碧
南
市
は
、「
年
間

３
５
０
０
件
以
上
の
救
急
を

受
け
入
れ
て
る
、
地
域
に
必

要
不
可
欠
な
病
院
。
再
編
統

合
は
地
域
医
療
の
崩
壊
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
」と
強
調
。

西
三
河
南
部
医
療
圏
の
調
整

会
議
（
１
／
19
）
で
は
、
碧

南
市
民
を
含
む
５
病
院
（
西

尾
市
民
、
安
城
厚
生
、
刈
谷

豊
田
総
合
、
八
千
代
）
の
存

続
を
前
提
と
し
た
連
携
協
定

を
結
ぶ
方
針
を
固
め
「
碧
南

市
民
病
院
は
再
編
統
合
の
必

要
は
な
い
」と
結
論
づ
け
た
。

あ
ま
市
民
病
院
で
は
、
村
上

市
長
が
昨
年
12
月
議
会
で

「
再
編
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ

た
こ
と
は
遺
憾
」「
市
民
か

ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
、
市
民

病
院
を
さ
ら
に
い
い
も
の
に

し
て
い
く
決
意
」と
述
べ
た
。

で
急
性
期
医
療
が

評
価
さ
れ
た
も

の
、
機
械
的
な
分

析
で
は
判
断
し
き

れ
な
い
機
能
等
が

あ
り
、
病
院
の
特

性
や
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
、
慎
重

に
検
討
し
て
い
く

べ
き
」
と
答
弁
し

た
。
県
本
部
な
ど

が
行
っ
た
名
指
し

し
た
問
題
で
、
愛
知
県
の
大

村
知
事
は
昨
年
12
月
、
本
会

議
で
「
全
国
統
一
し
た
指
標

「
あ
ま
市
民
病
院
を
良
く

す
る
会
」
が
一
昨
年
と
り

く
ん
だ
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

は
、
実
に
１
０
０
０
通
を

超
え
る
市
民
か
ら
の
意

見
・
要
望
で
あ
ふ
れ
た
。

「
救
急
医
療
の
整
備
・
確

立
を
」「
安
心
し
て
出
産

で
き
る
あ
ま
市
に
」「
高

齢
者
に
身
近
な
病
院
と
し

て
夜
間
や
診
療
科
の
充
実

を
」
な
ど
、
ど
れ
も
住
民

の
い
の
ち
と
健
康
・
く
ら

し
の
た
め
に
、
地
域
医
療

の
整
備
充
実
を
切
実
に
願

う
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
。

そ
し
て
今
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
の
拡

大
が
、
地
域
医
療
の
拡
充

こ
そ
が
重
要
だ
と
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
シ
リ
ー
ズ

「
命
の
絆
・
地
域
医
療
」

は
今
回
で
終
了
し
ま
す
。

愛知共同行動として、碧南市と懇談する畠山

委員長＝２月２８日

　
い
ま
、
先
の
見
え
な
い
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
で
、
労
働
者・国
民
、

と
り
わ
け
、
非
正
規
労
働
者

な
ど
低
賃
金
・
不
安
定
雇
用

の
方
々
、
中
小
零
細
企
業
の

方
た
ち
は
、
日
々
の
暮
ら
し

さ
え
も
脅
か
さ
れ
る
事
態
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
治
労
連
は
、
総
務
省
・

厚
労
省
に
対
し
て
感
染
症
対

策
の
抜
本
的
強
化
等
に
つ
い

て
要
請
し
、
住
民
の
健
康
と

生
活
支
援
、
そ
れ
を
支
え
る

公
務
公
共
職
場
へ
の
支
援
を

求
め
て
い
ま
す
。
各
職
場
で

も
、
所
属
長
に
対
し
て
、
必

要
な
人
員
体
制
の
確
立
、
労

働
条
件
と
職
場
環
境
の
抜
本

的
な
改
善
を
求
め
、
奮
闘
し

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
自
治
労
連
は
、
最

前
線
で
奮
闘
す
る
職
場
実
態

を
把
握
し
、
今
後
の
政
府
要

請
な
ど
取
り
組
み
に
い
か
す

た
め
、
職
場
の
状
況
や
課
題

な
ど
に
つ
い
て
の
「
職
場
レ

ポ
ー
ト
」
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
各
単
組
も
職
場
の
状
況
や

課
題
な
ど
に
つ
い
て
情
報
収

集
し
、
機
関
紙
に
掲
載
す
る

な
ど
、
自
治
体
職
場
の
あ
り

方
や
自
治
体
労
働
者
と
し
て

の
働
き
方
、
役
割
を
考
え
る

機
会
と
し
て
、
積
極
的
に
取

り
組
み
の
推
進
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
愛
労
連
は
、
３
月
15
日
に

名
古
屋
・
栄
で
、
最
低
賃
金

引
き
上
げ
宣
伝
「
ア
ク
シ
ョ

ン 

Ｉ
Ｎ 

さ
か
え
」
を
実
施

し
、
自
治
労
連
な
ど
か
ら
34

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
シ
ー
ル
投
票
に
は
70
人
が

投
票
。
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
に
つ
い
て
、
75
％
の
方
が

時
給
１
５
０
０
円
以
上
に

シ
ー
ル
を
貼
り
ま
し
た
。
最

低
賃
金
引
き
上
げ
の
２
種
類

の
署
名
も
反
応
が
良
く
、
合

計
80
筆
以
上
を
集
め
ま
し

た
。　

　　
２
・
20 

の
地
域
総
行
動

　
自
治
労
連
か
ら
１
２
２
人

が
参
加
し
た
最
低
賃
金
生
活

体
験
。
２
月
１
日
か
ら
１

カ
月
間
、
家
賃
・
水
光
熱

費
・
税
等
を
除
い
た
、
約

８
万
５
千
円
で
過
ご
せ
る
か

チ
ャ
レ
ン
ジ
。
今
回
は
、
11

人
が
参
加
し
た
岩
倉
市
職
の

渡
辺
み
わ
さ
ん
か
ら
感
想
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
私
は
入
庁
３
年
目
で
、
現

在
一
人
暮
ら
し
で
す
。
今
の

給
与
は
、
ボ
ー
ナ
ス
と
合
わ

せ
て
よ
う
や
く
生
活
で
き
る

状
態
で
す
。
今
回
参
加
す
る

に
あ
た
り
、
か
な
り
節
約
を

意
識
し
ま
し
た
。
家
計
簿
を

つ
け
て
い
る
と
ム
ダ
な
お
金

目
に
見
え
て
分
か
り
、
改
め

よ
う
と
思
え
た
の
で
、
よ

か
っ
た
で
す
。
こ
の
体
験
で

や
は
り
最
低
賃
金
で
は
ギ
リ

ギ
リ
の
生
活
し
か
で
き
な
い

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
」

で
、
地
元
国
会
議
員
へ
「
全

国
一
律
最
賃
署
名
」
の
紹
介

議
員
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
江
﨑
鐵
磨
議

員
・
長
坂
康
正
議
員
・
伊
藤

忠
彦
議
員
・
今
枝
宗
一
郎
議

員
（
自
民
）、
牧
義
夫
議
員・

関
健
一
郎
議
員
（
国
民
）、

本
村
伸
子
議
員
（
共
産
）
が

受
諾
。
与
野
党
問
わ
ず
賛
同

が
広
が
り
、
情
勢
の
大
き
な

変
化
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

アンケートボードに

次々とシールが貼られ

ていきました。＝名古

屋・栄（３月１５日）

渡辺みわさん

（岩倉市職）

全国一律最賃！ 1500 円以上！

新 型 コ ロ ナ 感 染 拡 大

住民の健康と生活支援を最優先に

地
元
国
会
議
員
７
人
が

全
国
一
律
最
低
賃
金
に
賛
同

最
低
賃
金
生
活
体
験
を

　
　
終
え
て
青
年
の
感
想

市民や自民党議員
　　　からも要求の声

それを支える公務公共業務の拡充を


